
 

2. 外来種対策指針に係る調査等 

外来種対策指針に係る現地調査として、保税蔵置場周辺における調査や、昨年度調査結果を踏

まえて専門家から指摘があった事項のうち特に生態系への影響が懸念される種についてはその影

響等の把握の調査を実施した。また、沖縄県外来種対策指針、沖縄県対策外来種リストを策定し

た。沖縄県外来種対策指針に基づき、外来種対策行動計画（案）を検討し、作成した。 

 

2-1. 外来種の侵入状況、生態系影響等に関する調査 

2-1-1. 保税蔵置場等における外来種侵入状況調査 

(1) はじめに 

本県への外来種の非意図的な侵入の把握を目的とし、平成 27年度より港湾・基地周辺における

外来種侵入状況調査を実施している（表 2-1-1.1）。昨年度までに輸入・移入の比較的多い港湾と

米軍基地周辺の調査を完了しており、今年度は外来種の初期侵入先として指摘されている保税蔵

置場周辺の調査を実施した。 

 

表 2-1-1.1 現地調査の年度別工程 

年度 現地調査 備考 

H27 予備調査（沖縄島） 
・現地調査（空港・港湾：3施設、米軍基地：4施設） 

・重要港湾区域等の環境の確認 

H28 沖縄島、宮古島、石垣島 ・現地調査（空港・港湾：13施設、米軍基地：6施設） 

H29 その他離島など ・現地調査（港湾：5施設、米軍基地：1施設） 

H30 沖縄島（保税蔵置場等） ・現地調査（2地点） 

H31 補足調査  

 

(2) 調査方法 

a) 調査対象及び調査方法 

アリ類、クモ類（ゴケグモ属）、両生・爬虫類（グリーンアノール等）、植物を対象とした。 

 

a-1 アリ類 

各調査地点において粘着式トラップ（1 地点当たり大トラップ 3 個、小トラップ 3 個）を一晩

設置し、アリ類の生息状況を確認した。トラップには、誘引剤としてはちみつとツナを混合した

ものを粘着面の中央に配置した。また日中に専門調査員による目視調査を実施した。目視調査で

は、調査員がアリ類の出現を記録しながら踏査した。特に緑地やコンテナ周辺において重点的に

アリ類の探索を行った。アリ類の同定が現地で困難な場合は、サンプルを持ち帰り、種同定を行

った。 

 

a-2 両生・爬虫類 

日中および日没後に調査地点の周辺を踏査し、目視調査・鳴き声調査を実施した。特に緑地や

コンテナ周辺を重点的に踏査した。 
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a-3 クモ類（ゴケグモ属） 

日没後に各調査地点を踏査し、貨物やコンテナ、建築資材など生息が予想される環境で目視調

査を実施した。 

 

a-4 植物 

日中に調査地点の周辺を踏査し、目視調査を実施した。特に緑地やコンテナ周辺を重点的に踏

査した。 

 

b) 調査日 

調査は平成 30年 8月 22日に実施した。 

 

c) 調査地 

保税蔵置場が密集している沖縄島の 2地点とした（図 2-1-1.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-1.1 調査地 

  港湾・空港 

  基地 

 

  H28調査地点 

 

  保税蔵置場等（コンテナ有） 

    〃   （コンテナ無） 

調査地 1 

調査地 2 
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(3) 調査結果 

a) アリ類 

・ 16種のアリが確認された（表 2-1-1.2）。 

・ トラップ、目視観察調査いずれにおいても、重点予防種、特定外来生物等の注意を要する外

来種は確認されなかった。 

 

表 2-1-1.2 アリ類の出現状況 

1 アシナガキアリ Anoplolepis gracilipes ● ● ○

2 ホソウメマツオオアリ Camponotus bishamon ● ● ○

3 カドハダカアリ Cardiocondyla sp. B 2 ○

4 ヒメハダカアリ Cardiocondyla minutior 7 ○

5 クロヒメアリ Monomorium chinense ● 464 ● 2 ○

6 ミゾヒメアリ Trichomyrmex destructor ● ○

7 シワヒメアリ Erromyrma latinodis ● ○

8 ケブカアメイロアリ Nylanderia amia ● 4 ○

9 ヒゲナガアメイロアリ Paratrechina longicornis ● 30 ● 31 ○

10 リュウキュウアメイロアリ Nylanderia ryukyuensis ● 57 4 ○

11 インドオオズアリ Pheidole indica 1 41 ○

12 ツヤオオズアリ Pheidole megacephala ● 1 ● 511 ○

13 ナンヨウテンコクオオズアリ隠蔽種群 Pheidole parva  (s.l.) 33 ● 38 ○

14 アワテコヌカアリ Tapinoma melanocephalum ● 22 ● 1 ○

15 オオシワアリ Tetramorium bicarinatum ● 78 ○

16 カドムネシワアリ Tetramorium smithi ● 11 ○

種数 11 12 8 7

個体数 － 710 － 628

地点別確認種数

※1

◆種の同定は以下の資料を参考に行った。

寺山　守・久保田　敏・江口克之，2014．日本産アリ類図鑑．株式会社朝倉書店，東京．

山根正気・原田豊・江口克之，2010．アリの生態と分類－南九州のアリの自然史－．株式会社南方新社，鹿児島．

寺山　守・高嶺英恒・久保田　敏，2009．沖縄のアリ類．高嶺英恒（発行），沖縄．

日本産アリ類データベースグループ，2003．学研の大図鑑 日本産アリ類全種図鑑．株式会社学習研究社，東京．

Antweb（2018）url：https://www.antweb.org/

※2

No
.※1

和名※1 学名※1

分布区分※2

外
来
種

在
来
種

◆学名・和名・配列については、「東清二（監修），2002．増補改訂 琉球列島産昆虫目録．沖縄生物学会，
沖縄」及び「寺山守，2016．日本産有剣膜翅類目録（2016 年版）2016. ver. 5． URL：
https://terayama.jimdo.com/」に準じ、適宜上記文献から情報を加味した。

ト
ラ

ッ
プ

合
計

ト
ラ

ッ
プ

合
計

◆外来種の判定は、沖縄のアリ類の専門家の助言に従い、根拠と情報鮮度が最も信頼できると考えられる「 Evan
Economo、Antmap.org．URL:http://antmaps.org」の判定（2017.11 時点）に従った。併せて「Schultz
and McGlynn，2000．major exotic tramp and
invasive ant species」、「寺山　守・久保田　敏・江口克之，2014．日本産アリ類図鑑」も参考にした。

11種 5種

15種 10種
計 16種

目
視

目
視

調査地1 調査地2
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b) 両生・爬虫類 

・ 1種の両生類、2種の爬虫類が確認された（表 2-1-1.3）。 

・ 重点対策種、重点予防種、特定外来生物等の注意を要する外来種は確認されなかった。 

 

表 2-1-1.3 両生・爬虫類の出現状況 

両生類

無尾目 ヌマガエル科 ヌマガエル Fejervarya kawamurai -/1

1目 1科 1種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種

爬虫類

有鱗目 ヤモリ科 ホオグロヤモリ Hemidactylus frenatus 23/80 3/37 ●※4

メクラヘビ科 ブラーミニメクラヘビ Indotyphlops braminus 1 ●※4

1目 2科 2種 1種 0種 0種 2種 0種 0種 0種 0種

※1 日中/夜間の確認個体数を示す。

※2 「環境省レッドリスト2018」掲載種

※3 「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 (レッドデータおきなわ) 第3版 -動物編-」掲載種

※4 琉球列島の個体群は在来の可能性も指摘されている。

特
定

外
来
生
物

調
査
地
2

調
査
地
1

調
査
地
1

調
査
地
2

外来種の指定状況

種
の

保
存
法

天
然

記
念
物

そ
の
他
の

外
来
種

生
態
系
被
害
防
止

外
来
種
リ
ス
ト

特
定

外
来
生
物

確認個体数(※1)

確認個体数(※1) 重要種の指定状況

種
の

保
存
法

環
境
省

R
L

(

※
2

)

沖
縄
県

R
D
B

(

※
3

)

天
然

記
念
物

外来種の指定状況 重要種の指定状況

1種

2種

目 科 和名 学名

目 科 和名 学名

沖
縄
県

R
D
B

(

※
3

)

環
境
省

R
L

(

※
2

)

そ
の
他
の

外
来
種

生
態
系
被
害
防
止

外
来
種
リ
ス
ト

 

 

c) ゴケグモ類 

・ ハイイロゴケグモ Latrodectus geometricusが確認された。 

・ ハイイロゴケグモが確認された場所は、コンテナ下部、パレット、倉庫の壁やドア、雨樋、

室外機、自動販売機、屋外階段、植木台、コンクリートブロック、グリーチング、歩道縁石、

単管パイプ内部、ガスタンク、廃材木等の人工物であった。 

 

表 2-1-1.4 ハイイロゴケグモの出現状況 

地点名 メス成体 オス成体 幼体 卵
痕跡

（殻の卵嚢）

調査地１ 27 2 19 15 52

調査地２ 16 0 14 1 6  
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d) 植物 

・ 197 種の植物が確認され、うち 102 種が外来種と思われる種であった。植栽と思われるもの

を除くと、141種の植物が確認され、うち 66種が外来種と思われる種であった。 

・ 調査地 1 で重点対策種のアメリカハマグルマが確認された。その他、特定外来生物や、県内

初確認となるような注意を要する外来種は確認されなかった。 

 

 

図 2-1-1.2 各地点の在来・外来植物種数（植栽は含まない） 
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2-1-2. 生態系への影響が懸念される種の実態調査 

(1) 屋嘉比島でのネズミ類によるウミガメ卵の食害状況調査 

a) 目的 

平成 29年度外来種対策事業の中で、屋嘉比島においてクマネズミ属の一種によると思われるウ

ミガメ類の卵の食害被害が確認された。南西諸島はアオウミガメの産卵場の北限で、その中で屋

嘉比島は、西表島と並んで最も多くの産卵が確認されており、非常に重要な産卵浜であるとされ

ている。 

さらに、屋嘉比島では陸棲の在来ヘビであるアカマタがウミガメ類の卵および孵化幼体を捕食

するために海岸環境を利用するという、世界的に見ても珍しい生態をもっており、ネズミ類が増

え、ウミガメ卵が減少すると、資源を巡る競合を引き起こし、長い年月を経て獲得したアカマタ

の生態を変えてしまう恐れがある。 

このまま卵の大規模な捕食が続けば、これらの価値を失う可能性が考えられる。そこで本年度

は、ウミガメ卵（あるいは孵化幼体）の食害被害状況の定量的な把握を目的とした調査を実施し

た。 

 

b) 調査地 

座間味村屋嘉比島の海岸付近（図 2-1-2.1）。 

現在は無人島で、面積約 1.3 km2、最高標高 241ｍ。 

 

図 2-1-2.1 調査地の位置図 
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c) 調査期間 

○ 第 1回 平成 30年 7月 27～30日（センサス、カメラ設置） 

 （在来捕食者であるアカマタが多く、ネズミ類は少ないと考えられる時期） 

○ 第 2回 平成 30年 9月下旬（天候不良のため中止） 

 （アカマタが少なくなり、ネズミ類による卵捕食が増加すると考えられる時期） 

○ カメラ回収 平成 30年 10月 18日（7月に設置したカメラの回収） 

 

d) 調査手法 

d-1 ウミガメ産卵巣の確認 

今年度にウミガメが産卵した産卵巣を探索棒を用いて把握した。 

 

d-2 動物のセンサス 

ウミガメ卵および孵化幼体の主要な捕食者と考えられるアカマタとネズミ類のセンサスを行っ

た。センサスは、今年度にウミガメの産卵が確認された浜の両端の範囲で行い、夜間に波打際か

ら林縁までの間を海岸に平行に 2 名でゆっくりと歩いて確認した。調査は 7 月 27 日と 28 日の概

ね 21時から開始した。発見個体は位置を記録し、捕食行動が見られた場合は観察を行った。 

 

d-3 自動撮影カメラによる撮影 

産卵巣周辺に自動撮影カメラを 10 台設置した。7 月 27 日に設置した 10 台のうち 1 台は 10 月

18日の回収時に発見できず、回収した 9台のうち 1 台でデータの記録がされていなかった。平成

30年 9月 29日は巨大な台風 24号が最接近し、撮影が止まったり、カメラの角度が大きく変わっ

たため、画像分析には 9月 28日までの 8台分のデータを使用し、撮影動物の種類や撮影回数を記

録した（写真 2-1-2.1）。記録では、同一種の 30 分以内の撮影は 1 カウントとした。また、カメ

ラの設置時および回収時に確認したネズミ類の巣穴とウミガメの卵殻が産卵していた箇所数につ

いても記録した。 

 

 

潮を被り枯死しかけているアダン 

 

カメラを取付けた杭が抜けている 

写真 2-1-2.1 台風 24号通過後の屋嘉比島の様子 

e) 結果 

e-1 ウミガメ産卵巣の確認 

7月 27日の時点で 40箇所のウミガメ産卵巣を確認した。 
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